
再生紙使用

�
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ち

き
ゅう
にやさし

い

町
総
合
体
育
館
前
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に

「
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
」
が
卵
を
産
み
、
６
月

19
日
、
か
わ
い
い
５
羽
の
ひ
な
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
総
合
体
育
館
を
清
掃
し
て

い
る
伊
関
美
貴
子
さ
ん
が
見
つ
け
た
も

の
で
、「
何
で
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
、
鳥
の

ひ
な
が
い
る
の
？
」
と
驚
い
た
そ
う
で

す
が
、「
元
気
に
飛
び
立
つ
と
き
ま
で
、

温
か
く
見
守
り
ま
す
よ
」
と
や
さ
し
く

話
し
て
い
ま
し
た
。
親
鳥
は
と
て
も
用

心
深
く
、
ひ
な
に
え
さ
を
与
え
る
と
き

も
電
線
で
じ
っ
と
様
子
を
う
か
が
い
な

が
ら
、
そ
ろ
り
そ
ろ
り
と
近
づ
き
、
い

つ
も
ひ
な
の
い
る
と
こ
ろ
の
反
対
側
か

ら
プ
ラ
ン
タ
ー
に
は
い
り
ま
す
。

大
空
を
飛
び
ま
わ
る
の
は
も
う
少
し

先
で
す
が
、
外
敵
か
ら
身
を
守
り
な
が

ら
無
事
成
鳥
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。

ハ
ク
セ
キ
レ
イ
は
、
海
岸
、
河
川
、
農

地
な
ど
国
内
に
広
く
生
息
し
、
成
鳥
時

に
は
全
長
約
20
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
頭

の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
背
中
と
胸
が
黒
く
、

額
と
頬
、
お
腹
が
白
色
な
の
が
特
徴
で

す
。
町
内
で
も
「
チ
ュ
リ
チ
ュ
リ
チ
ュ

リ
リ
チ
ュ
リ
リ
」
と
さ
え
ず
り
が
聞
か

れ
ま
す
。

■
「
２
０
０
０
年
　
子
ど
も
読
書
年
」、
新
し
い
世

紀
に
向
か
っ
て
、
い
っ
ぱ
い
本
を
読
も
う
と
い
う
も

の
で
す
が
、
学
校
の
取
り
組
み
を
取
材
す
る
た
め
、

新
地
小
学
校
へ
行
き
ま
し
た
。
■
１
年
生
の
教
室
と

い
う
こ
と
で
、
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
声
が
響
い
て

い
る
と
思
っ
て
教
室
に
入
る
と
「
シ
ー
ン
」。
子
ど

も
た
ち
は
真
剣
に
読
書
中(

表
紙
）
で
し
た
。
邪
魔

を
し
な
い
よ
う
に
と
小
声
で
担
任
の
白
木
恵
美
子
先

生
に
話
を
聞
く
と
、「
近
ご
ろ
少
年
の
痛
ま
し
い
事

件
が
多
い
で
す
が
、
読
書
は
知
識
だ
け
で
な
く
心
の

勉
強
に
も
大
変
役
立
ち
ま
す
。小
さ
な
子
ど
も
に
は
、

読
み
聞
か
せ
を
勧
め
ま
す
。」
と
の
こ
と
で
、
本
の

大
切
さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、
涼
し
い

図
書
館
で
読
書
は
い
か
が
で
す
か
。

（
晴
）

７�７�
2000．No.3492000．No.349

広
報
し
ん
ち
６
月
号
の
消
息
（
お

誕
生
お
め
で
と
う
）
の
コ
ー
ナ
ー
に

掲
載
し
た
「
佐
藤
陸
海
」
さ
ん
は

「
佐
藤
陸
空
」
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。



図
書
館
で
本
な
ど
を
借
り
る
た
め
に

は
、「
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
」
が
必
要

で
す
が
、
図
書
等
の
借
り
方
や
図
書
館

の
楽
し
み
方
な
ど
、
図
書
館
に
つ
い

て
、
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ：

現
在
、
図
書
館
に
は
何
冊
の
本

が
あ
る
の
？

Ａ：

約
４
６
、０
０
０
冊
の
本
が
あ
り

ま
す
。
一
般
書
が
約
３
６
、０
０

０
冊
、
児
童
書
が
約
１
０
、０
０

０
冊
、
ほ
か
に
ビ
デ
オ
、
Ｃ
Ｄ

が
約
１
、３
０
０
本
あ
り
ま
す
。

保育所では、給食を食べた後、お昼寝前までの間、保育士が絵本や
紙芝居などの読み聞かせを毎日行っています。また、毎週金曜日には
絵本を貸し出し家庭でも本にふれてもらう機会を増やしています。
町内の小学校でも、毎週曜日を決めて朝の読書時間を設けるなど、
子どもたちに本の大切さを教えています。
読書や読み聞かせは、絵や文字から自分の頭の中でどんどん想像

が広がっていきます。本の主人公になって、いろいろな体験をしなが
ら夢をふくらませます。家庭ではお父さんやお母さんのひざの上でゆ
っくり、心を込めて読んであげてください。本を通して親子のふれあ
いの場をつくり、子どもに幸せな経験を与えることになりますよ。

Ｑ：

た
く
さ
ん
の
本
の
中
か
ら
目
的

の
本
を
見
つ
け
る
に
は
、
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
？
。

Ａ：

図
書
館
の
入
口
に
は
、
ア
イ
リ

ス
く
ん
（
蔵
書
検
索
機
）
が
あ

り
、
す
べ
て
の
本
を
素
早
く
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
は
、
司
書

や
職
員
が
い
ま
す
の
で
お
気
軽

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

Ｑ：

簡
単
に
本
は
借
り
ら
れ
る
の
？

Ａ：

カ
ウ
ン
タ
ー
で
「
図
書
館
利
用

カ
ー
ド
」
を
作
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
本
が
借
り
ら
れ
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ｑ：

本
に
は
シ
ー
ル
が
付
い
て
る
け

ど
、
あ
れ
は
な
あ
に
？

Ａ：

「
背
ラ
ベ
ル
」
と
「
バ
ー
コ
ー

ド
ラ
ベ
ル
」
で
す
。
背
ラ
ベ
ル

は
、
本
の
分
類
と
著
者
名
を
表

し
、
バ
ー
コ
ー
ド
ラ
ベ
ル
は
、

本
を
管
理
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
こ
の
シ
ー
ル
で
本
の
貸
し

出
し
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ：

図
書
館
は
、
土
、
日
曜
日
も
開

い
て
い
る
の
？

Ａ：

図
書
館
は
、
土
、
日
曜
日
も
開
館

し
て
い
ま
す
（
第
２
日
曜
日
は

休
館
）。

平
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土
、
日
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

詳
し
く
は
、
図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。



� �

「
結
婚
し
ま
し
た
」「
初
孫
が
生
ま

れ
た
」「
結
婚
10
周
年
記
念
」
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
記
念
・
思
い
出
に
あ
な

た
の
花
火
を
あ
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

一
口
１
万
円
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
ま
れ
た
方
は
当
日
、
会
場
放

送
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
３
号
早
打
ち
、
又
は
尺
玉

４
万
円

・
４
号
早
打
ち

５
万
円

・
ス
タ
ー
マ
イ
ン

10
万
円

７
月
28
日
�

�
役
場
産
業
課

（
�
�
２
１
１
１
内
線
43
）

▼
日
時
８
月
５
日
�

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

釣
師
浜
海
水
浴
場
北

�
09:00～ 遊漁船による海の散歩

フリーマーケット
10:30～ ビーチバレー大会
11:00～ 地引き網
13:00～ オープニングセレモニー
13:30～ 漁船パレード
14:30～ 婦人会等の歌謡ショー
15:30～ ホッキ狩り
17:00～ 大ビンゴ大会
19:00～ 花火大会

�
09:00～ 宝さがし

フリーマーケット
11:30～ 歌謡ショー
12:15～ 東北放送「わが町ドまん中」

公開生放送
※その他当日イベントあり

１
チ
ー
ム
３
名
構
成

※
中
学
生
以
上
で
、
女
性
が
１
名

以
上
参
加
の
こ
と

※
１
チ
ー
ム
の
登
録
選
手
は
、
代

表
者
を
含
め
て
４
名
ま
で

・
一
般
の
部
（
18
チ
ー
ム
）

・
飛
び
入
り
の
部
（
８
チ
ー
ム
）

・
一
般
の
部
　
所
定
の
用
紙
に
て
７

月
24
日
�
ま
で
に
新
地
公
民
館
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
飛
び
入
り
の
部

当
日
午
前
10
時
30
分
か
ら
受
け
付

け
ま
す
。

�
新
地
公
民
館
（
�
�
２
０
８
５
）

図書館では、本の読み聞かせや紙芝居などで、子どもた
ちが本とふれあうきっかけにと、毎月第３日曜日、読書ボ
ランティア「スイミー」による読み聞かせ会を開いています。
読書ボランティア「スイミー」は、図書館が開催している

「図書ボランティア養成講座」の受講生が中心となって平成
10年７月に発足し、会員13名で活動しています。
読み聞かせ会は小さな子どもを持つお母さんの間に徐々
に定着、時間があるときは来ているという相馬市からの参
加者は「新地の図書館は絵本などの児童書や料理の本が
豊富でよく来ています。そこで読み聞かせ会を知ったので
すが子どもにとってとてもよいことだと思います」と読み
聞かせ会を楽しみにしていました。代表の鈴木美代子さん
は、「まだまだ勉強不足ですが、子どもたちの反応を次に
生かせるよう頑張っていきます」と今後の抱負を話してく
れました。

・
風
転
　
　
　
　
　
　
　
花
村
萬
月

受
験
に
失
敗
し
、
や
り
場
の
な
い

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
の
18
歳
の
ヒ
カ

ル
は
、
有
名
作
家
で
あ
る
父
の
盗
作

事
件
が
発
覚
し
、
鬱
屈
は
臨
界
点
を

越
え
て
し
ま
う
。
剥
き
出
し
の
魂
は

ど
こ
へ
向
か
う
の
か
？

・
風
の
よ
う
に
・
贅
を
尽
く
す

渡
辺
淳
一

日
本
を
覆
う
「
ど
よ
よ
ん
と
し
た

感
じ
」
に
物
足
り
な
さ
、
苛
立
ち
を

感
ず
る
著
者
が
、
日
々
身
近
に
起
こ

る
様
々
な
事
象
に
つ
い
て
感
じ
た
こ

と
を
綴
る
。

・
本
能
寺
（
上
下
）

池
宮
彰
一
郎

・
怪
鳥
艇
（
上
下
）

深
田
祐
介

・
お
や
じ
丼
　
　
　
　
　
群
よ
う
こ

・
榎
本
武
揚
シ
ベ
リ
ア
外
伝中

薗
栄
助

・
作
家
の
値
う
ち

福
田
和
也

・
ゾ
マ
ホ
ン
、
大
い
に
泣
く

・
田
崎
真
也
の
ワ
イ
ン
・
シ
ア
タ
ー

・
料
理
の
味
を
決
め
る
だ
し
、
た
れ
、

つ
ゆ
、
ソ
ー
ス

・
イ
ル
カ
と
泳
ぎ
た
い

中
村
庸
夫

イ
ル
カ
は
ど
う
や
っ
て
眠
る
の
？
イ

ル
カ
語
っ
て
ど
ん
な
言
葉
？
イ
ル
カ
の

特
別
な
力
っ
て
な
に
？
な
ど
、
か
わ
い

い
イ
ル
カ
を
写
真
入
り
で
紹
介
。

・
お
つ
き
さ
ま
、
よ
る
、
な
に
を
し
て

い
る
の
？

ア
ン
ネ
・
エ
ル
ボ
ー

お
月
さ
ま
は
昼
間
は
眠
っ
て
い
ま

す
が
、
夜
は
大
忙
し
。
み
ん
な
が
眠

っ
て
い
る
あ
い
だ
に
仕
事
を
し
て
い

る
の
で
す
。
お
月
さ
ま
の
仕
事
っ
て

ど
ん
な
仕
事
？

・
全
ウ
ル
ト
ラ
戦
士
超
百
科

・
つ
っ
た
魚
を
調
べ
る
図
鑑

・
さ
ん
に
ん
４
０
０
キ
ロ
冒
険
の
旅

・
の
ん

た
ん

ぴ
ん

・
ド
キ
ド
キ
妖
怪
め
ぐ
り

・
ウ
ラ
パ
ン
・
オ
コ
サ

・
ふ
し
ぎ
な
と
も
だ
ち

・
ラ
イ
ギ
ョ
の
き
ゅ
う
し
ょ
く

・
黒
ね
こ
の
お
き
ゃ
く
さ
ま

・
ざ
し
き
わ
ら
し
一
太
郎
の
修
学
旅
行

・
富
士
山
大
ば
く
は
つ

・
教
室

・
カ
モ
メ
が
お
そ
う
島

・
ぼ
く
は
農
場
の
フ
ァ
ー
ブ
ル
だ

・
き
い
ち
ゃ
ん

・
ス
ウ
ィ
ー
ト
・
メ
モ
リ
ー
ズ

・
森
よ
生
き
返
れ

・
片
目
の
オ
オ
カ
ミ

・
弁
護
士
渥
美
雅
子

・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
を
探

し
て

�
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① 400.71 121.2 5,455,666
② 400.70 121.2 5,455,530
③ 402.38 121.7 5,478,403
④ 393.38 119.0 5,355,868
⑤ 343.23 103.8 4,673,076
⑥ 334.00 101.0 4,547,410
⑦ 345.76 104.6 4,707,522
⑧ 374.27 113.2 5,095,686
⑨ 378.03 114.4 5,146,878
⑩ 345.64 104.6 4,705,888

１．事 業 主 体 新地町
２．土地の所在 福島県相馬郡新地町福田字清水地内
３．区　画　数 １０区画（１０１坪～１２１坪と広い区画です。）
４．上 下 水 道 完備（下水道は平成１２年８月１日より供用開始）
５．法　規　制 都市計画区域内（用途地域は無指定）
６．主 な 条 件 ①建築物の用途は、自己用の住宅であること。

②購入後、３年以内に着工できる方。ほか詳細は問い合わせを。
７．交　　　通 ＪＲ新地駅まで、車で約４分。仙台までは電車で約５０分。
８．学　校　等 福田小学校まで２００ｍ、福田保育所まで３００ｍ。

編集：〒９７６－８６０１
相馬市中村字大手先13
相馬地方広域市町村圏組合（ �０２１１）

相馬地方�イベントカレンダーイベントカレンダー�イベントカレンダー�

右田浜キャンプ場オープン（鹿島町）

〃 青少年のまちづくり集会（小高町）

９ 福島県サーフィン連盟鹿島町長杯大会

（鹿島町）

16 相馬郡婦人のつどい（小高町）

19 原釜・尾浜海水浴場海開き

〃 右田浜海水浴場海開き（鹿島町）

20 村上海水浴場海開き（小高町）

〃 健康福祉まつり（飯舘村）

〃 相馬野馬追宵祭（馬陵公園）

〃 相馬藩候墓前祭（小高町）

〃 国際交流フェスタ（原町市）

〃 相馬野馬追宵祭行列・

浮舟小唄流し踊り（小高町）

〃 松川浦納涼大会（相馬市）

24 相馬野馬追　火祭り（小高町）

25 相馬野馬追　野馬懸け（小高神社）

29～30 いいべした港まつり（相馬港周辺）

〃 はやま湖森と湖祭り（飯舘村）

30 サマーフェスタin相双（原町市）

６ 太平洋・夢街道トライアスロンin原町

（原町市）

14 万葉の里盆踊り大会（鹿島町）

15 サマーフェステイバル（小高町）

15～16 相馬盆踊り大会（田町通りほか）

18～19 村まつり夏の陣（飯舘村）

19 三笠宮杯ツールド・東北（相馬港周辺）

19～20 釣りフェステイバル２０００（原町市）

テイチク全国民謡大賞福島県予選会（小高町）

９～10 発明工夫展・家庭の日作品展示会（小高町）

15 小高町老人福祉大会（小高町）

24 第16回相馬市芸能大会（相馬市民会館）

相
馬
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
で

は
、
一
般
事
務
職
員
及
び
消
防
職
員

の
採
用
候
補
者
試
験
を
次
に
よ
り
行

い
ま
す
。

７
月
12
日
�
よ
り
８
月
11
日
�

＊
郵
送
の
場
合
は
８
月
９
日
�
の
消

印
の
あ
る
も
の
ま
で
有
効

昭
和
50
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
58

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

（
学
歴
不
問
）

▽
一
次
試
験
・
９
月
17
日
�

相
馬
共
同
福
祉
施
設

▽
二
次
試
験
・
11
月
下
旬
予
定

・
採
用
予
定
人
員

▽
一
般
事
務
　
２
名

▽
消
防
職
　
　
２
名

▽
一
次
試
験
・
教
養
試
験
（
高
校
卒

程
度
）

▽
二
次
試
験
・
作
文
、
口
述
、
身
体

検
査
、
体
格
・
体
力
検
査

申
込
用
紙
は
、
相
馬
地
方
広
域
市

町
村
圏
組
合
事
務
局
（
相
馬
市
役
所

４
階
）
又
は
新
地
分
署
に
あ
り
ま
す
。

�〒
９
７
６
―
８
６
０
１
　
相
馬
市
中

村
字
大
手
先
13

相
馬
地
方
広
域
市

町
村
圏
組
合
事
務
局
総
務
課

（
�
�
０
２
１
１
）

広
域
市
町
村
圏
計
画
は
、
広
域
行

政
圏
の
将
来
及
び
こ
れ
を
達
成
す
る

た
め
に
必
要
な
施
策
を
示
す
計
画
と

し
て
昭
和
46
年
３
月
に
制
定
し
、
地

域
の
総
合
的
居
住
環
境
の
整
備
を
目

標
に
計
画
的
に
行
う
戦
略
的
な
取
り

組
み
で
あ
り
ま
す
。

広
域
圏
の
施
策
は
、
創
造
と
多
様

性
に
富
ん
だ
豊
か
な
地
域
社
会
の
建

設
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
が
、
近
年
の
政
治
経
済
社
会
の

大
き
な
構
造
変
革
期
の
な
か
、
広
域

圏
及
び
そ
の
広
域
行
政
機
構
の
あ
り

方
に
つ
い
て
も
、
新
た
な
展
開
が
必

要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
地
域
の
振
興
整
備
の

課
題
を
明
確
に
し
た
計
画
の
策
定
及

び
施
策
実
施
を
促
進
し
、
地
域
住
民

が
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
こ
と
が
で
き

る
住
み
よ
い
一
体
性
の
あ
る
地
域
社

会
の
実
現
に
奇
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
経
済
社
会
の
大
き
な
構
造
変
革

へ
の
対
応
と
地
域
間
交
流
を
効
果
的

に
進
め
る
観
点
か
ら
、
新
た
な
広
域

行
政
組
織
の
展
開
を
図
る
た
め
、
平

６
月
17
日
�
、
相
馬
市
石
上
字
南

蛯
沢
地
内
に
お
い
て
、
相
馬
看
護
専

門
学
校
建
設
工
事
に
係
る
安
全
祈
願

祭
並
び
に
起
工
式
が
関
係
者
多
数
出

席
し
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
安
全
祈

願
祭
で
は
、
鈴
木
寛
林
管
理
者
と
各

市
町
村
長
が
神
事
の
あ
と
に
く
わ
入

れ
を
行
い
、
６
市
町
村
が
、
地
域
住

民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
一
体
と

な
っ
て
広
域
市
町
村
圏
の
事
業
と
し

て
平
成
13
年
４
月
１
日
開
校
に
向
け

て
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

成
22
年
を
目
標
年
次
と
す
る
基
本
構

想
、
基
本
計
画
、
実
施
計
画
か
ら
な

る
第
４
次
相
馬
地
方
広
域
市
町
村
圏

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
圏
域
住
民
の
皆
様
方
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町営住宅�
緑地広場�

分譲住宅

分
譲
住
宅

�分譲住宅�

①� ②� ③� ④�

⑤� ⑥� ⑦�

⑧� ⑨� ⑩�

分譲住宅

分
譲
住
宅

�分譲住宅�

町営住宅駐車場

町営住宅駐車場

�町営住宅駐車場�

至国道６号線�県道　金山新地停車場線�至丸森�

町
道
　
中
里
閏
崎
線�

　　　　
　　三

　滝
　川
　



石 原 健 太 郎
佐 藤 た つ お
か め お か よ し た み
佐 藤 つ ね は る

234.000
2,342.471
325.000
500.528

新 美 ま さ よ
こ は た 弘 道

計

190.000
1,840.000

5,431.999

人
3,365

衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
投
票
及
び

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
が
６

月
25
日
に
行
わ
れ
、
同
夜
全
国
一
斉

に
開
票
さ
れ
ま
し
た
。
新
地
町
に
お
け

る
投
票
結
果
は
、
有
権
者
数
７
、０
５

１
人
中
、
投
票
者
数
５
、５
０
６
人
で

投
票
率
は
７
８．
０
９
％
で
し
た
。（
小

選
挙
区
選
挙
）

町
の
投
票
率
、
得
票
状
況
等
の
詳

し
い
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

謹
啓
　
新
緑
の
候
　
新
地
町
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ま
す
ま
す
ご
清

栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
本
市
行
政
の
推
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、
格
別
の
ご
指
導
ご
協
カ
を

賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
た
び
の
有
珠
山
噴
火

災
害
に
あ
た
リ
ま
し
て
は
、
心
の
こ

も
っ
た
お
見
舞
い
並
び
に
過
分
な
る

お
見
舞
金
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
有
珠
山
は
三

月
二
十
八
日
か
ら
有
感
地
震
が
始
ま

り
三
十
一
日
午
後
一
時
十
分
頃
噴
火

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
昭
和
五
十
二
年

八
月
七
日
の
噴
火
か
ら
二
十
三
年
振

り
の
こ
と
で
す
が
、
噴
火
の
予
知
等

関
係
機
関
の
協
カ
に
よ
り
、
い
ま
の

と
こ
る
死
傷
者
は
で
て
い
な
い
こ
と

が
不
幸
中
の
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

五
月
二
十
ニ
日
に
出
さ
れ
た
専
門

家
の
統
一
見
解
で
は
、
当
分
同
程
度

の
噴
火
活
動
を
統
け
終
息
に
向
か
う

可
能
性
が
あ
る
が
、
現
在
の
活
動
域

ま
た
は
新
た
な
場
所
で
さ
ら
に
大
き

な
噴
火
が
起
こ
る
可
能
性
も
否
定
し

き
れ
な
い
た
め
、
引
き
焼
き
警
戒
が

必
要
と
言
わ
れ
て
お
り
、
今
後
と
も

火
山
活
動
の
監
視
を
統
け
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

噴
火
に
よ
る
農
業
、
漁
業
、
商
業

等
へ
の
被
害
に
つ
き
ま
し
て
は
現
在

調
査
中
で
あ
り
ま
す
が
、
洞
爺
湖
温

泉
な
ど
で
の
雇
用
の
場
の
喪
失
に
よ

る
地
域
経
済
活
動
の
低
迷
な
ど
を
心

配
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
有
珠
山
噴
火
終

息
へ
の
明
る
い
希
望
も
見
え
始
め
て

き
て
お
り
、
市
民
一
丸
と
な
っ
て
こ

の
難
局
を
乗
り
切
っ
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
の
町
長
さ
ん
、
議
長
さ

ん
を
は
じ
め
と
す
る
町
民
皆
様
の
激

励
が
大
変
嬉
し
く
そ
し
て
ま
た
非
常

に
心
強
く
、
改
め
て
ふ
る
さ
と
姉
妹

都
市
・
歴
史
友
好
都
市
の
絆
を
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

心
か
ら
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
貴
町
の
ま

す
ま
す
の
ご
発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝

を
お
折
り
申
し
上
げ
、
お
札
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

謹
言

平
成
十
二
年
五
月
二
十
六
日

新
地
町
民
御
一
同
様

伊
達
市
長
　
菊
谷
秀
吉

第
16
回
町
消
防
団
消
防
操
法
競
技

大
会
が
６
月
４
日
�
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
行
わ
れ
、
団
員
約
１
０
０
人
が
参

加
し
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
競
い

ま
し
た
。

優
勝
チ
ー
ム
は
、
７
月
30
日
�
に
小

高
町
で
開
催
さ
れ
る
相
馬
地
方
大
会
に

町
の
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

第
３
分
団
第
９
部
（
真
弓
／
加
藤

武
・
丸
田
和
弘
・
塩
沼
亮
一
・
林

誠
・
角
田
義
典
・
林
正
徳
）

第
２
分
団
第
５
部
（
中
島
／
長
谷
川

靖
史
・
清
野
和
信
・
小
泉
貴
美
男
・

黒
沢
賢
二
・
谷
田
部
健
）

杉
目
地
区
の
健
全
育
成
事
業
と
し
て
、

８
年
前
か
ら
毎
年
行
っ
て
い
る
「
サ
ツ
マ

イ
モ
植
え
」
が
６
月
10
日
�
、
県
道
赤

柴
中
島
線
沿
い
の
畑
で
親
子
連
れ
な
ど

約
70
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

サ
ツ
マ
イ
モ
植
え
は
朝
６
時
か
ら
行

わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
ね
む
い
目
を
こ

す
り
な
が
ら
も
、
９
月
の
収
穫
祭
を
楽

し
み
に
植
え
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
杉
目
地
区
の
健
全
育
成
事
業

で
は
、
８
月
の
地
区
盆
踊
り
に
参
加
す

る
た
め
、
子
ど
も
た
ち
が
笛
や
太
鼓
の

練
習
を
今
月
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。

�

�
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
毎
月
開
催

し
て
い
る
「
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
の

ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
」
は
、
６
月
21

日
�
、
年
１
回
の
草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
26
人
が
参
加
し
て
保
健

セ
ン
タ
ー
や
役
場
周
辺
の
草
を
き
れ

い
に
刈
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
、「
年
１
回
な
の
で
楽
し

み
に
し
て
い
る
。
外
で
体
を
動
か
す

の
は
気
持
ち
い
い
し
、
友
だ
ち
と
話

を
し
な
が
ら
の
草
刈
り
は
楽
し
い
。

ま
た
来
年
も
参
加
し
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

第
15
回
駒
ヶ
嶺
地
区
老
人
と
婦
人
の

交
流
会
が
６
月
18
日
�
、
駒
ヶ
嶺
公
民

館
で
行
わ
れ
、
約
２
２
０
人
の
参
加
者

が
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
５
つ
の
老
人

ク
ラ
ブ
が
各
々
、
日
ご
ろ
か
ら
練
習
し

た
歌
や
踊
り
を
披
露
し
た
ほ
か
、
駒
ヶ

嶺
地
域
婦
人
会
で
は
、
来
年
開
催
さ

れ
る
「
う
つ
く
し
ま
未
来
博
」
に
参
加

し
て
発
表
す
る
予
定
の
、
劇
「
ハ
ピ
バ

ス
デ
ィ
ー
ツ
ユ
ー
」
を
初
め
て
披
露
し

大
き
な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

�

�
有 権 者 数

男 女 計
人

3,686
人

7,051
人

2,589
人

2,917
人

5,506
人
776

人
769

人
1,545

％
76.94

％
79.14

％
78.09

男 女 計 男 女 計 男 女 計
投 票 者 数 棄 権 者 数 投 票 率

候 補 者 名 得 票 数 候 補 者 名 得 票 数

政 党 名 得 票 数
民 主 党
日 本 共 産 党
自 由 党
無 所 属 の 会
社 会 民 主 党

1,382
263
659
60
572

政 党 名 得 票 数
自 由 民 主 党
政 党 自 由 連 合
公 明 党

計

1,708
8
442

5,094

氏 名 罷免を可とする投票数罷免を可としない投票数

亀 山 継 夫
大 出 峻 郎
町 田 　 顯
金 谷 利 廣
奥 田 昌 道

422
363
370
361
355

4,557
4,616
4,609
4,618
4,624

氏 名 罷免を可とする投票数罷免を可としない投票数

山 口 　 繁
元 原 利 文
梶 谷 　 玄
北 川 弘 治

計

360
330
334
329
3,224

4,619
4,649
4,645
4,650
41,587



Hello Shinchi!
Last month the students at Shoei had a sports tourna-
ment. I helped Mr. Matsuda with the basketball team
and that was a lot of fun. The students all tried very
hard and I think they had a very good experience. I
hope they enjoyed playing as much as I enjoyed watch-
ing them. People often ask me what sports did I play
when I was in junior high school. Well, I didn’t play
any sports in junior high school. I was a part of the
school orchestra. I played the viola.
But in high school, I wanted to try something new, and
different. So I joined the football team. American foot-
ball is very popular in Canada. And I thought it looked
very exciting. I was right. My high school team was
very strong, and we won the championship every year.
Because we were a good team, we trained hard and
long. But sometimes I think the sports teams at Shoei
train even longer!
In Canada, no one has to join a sports team. Students
do sports because they want to, because they like it.
Also, many students join sports teams outside of
school. For example, I played on a baseball team out-
side of school, when I was a junior high student.
In Japan, you have a sempai-kohai relationship. The
older students tell the younger students what to do.
Sometimes, I think the younger students are afraid of
the older ones. In Canada, we don’t have this rela-
tionship. The students on a team are all friends togeth-
er. How old you are is not important. The most impor-
tant thing is that you are a good person, and you
always try your best! 
Your friend,

See you next month !

梅
雨
か
ら
本
格
的
な
夏
に
変
わ
っ

て
い
く
７
月
。
子
ど
も
た
ち
の
大
好

き
な
水
あ
そ
び
の
季
節
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。

保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
も
、「
キ
ャ

ー
キ
ャ
ー
」
と
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
、

全
身
び
し
ょ
ぬ
れ
に
な
っ
て
あ
そ
ん

だ
り
、
泥
ん
こ
あ
そ
び
を
お
も
い
っ

き
り
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
さ
に

「
泥
ん
こ
王
国
」。
心
も
か
ら
だ
も
パ

ワ
ー
全
開
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
で
は
、
う
つ
ぶ
せ
寝
に

よ
る
窒
息
死
、
乳
幼
児
突
然
死
症
候

（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

「
息
を
し
て
い
な
い
！
」
こ
ん
な
時
、

近
く
に
い
る
人
が
適
切
な
救
命
処
置

を
行
え
ば
、
助
か
る
率
は
ぐ
ん
と
上

が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
保
育
所
で
は
、
毎
年
消
防

署
の
方
に
来
て
い
た
だ
い
て
、
人
形

を
使
っ
て
心
肺
蘇
生
法
（
気
道
確
保
、

鼻
や
口
か
ら
息
を
送
る
、
脈
調
べ
、

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
）
の
講
習
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。
乳
児
保
育
を
始

め
て
か
ら
は
、
レ
サ
シ
ベ
ビ
ー
（
赤
ち

ゃ
ん
の
人
形
）
を
購
入
し
乳
児
の
心

肺
蘇
生
法
に
つ
い
て
も
指
導
を
受
け

て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
、
事
故
防

止
へ
の
知
識
や
心
構
え
を
も
っ
て
、

か
け
が
え
の
な
い
お
子
さ
ん
を
ケ
ガ
や

事
故
か
ら
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

最
近
、
食
べ
物
を
噛
ま
な
い
子
、

噛
め
な
い
子
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
人
で
も
早
食
い
が
習
慣
と

な
っ
て
よ
く
噛
ま
ず
に
食
事
を
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

し
っ
か
り
噛
む
こ
と
は
、
身
体
に
と

っ
て
健
康
で
あ
る
た
め
に
大
切
な
こ

と
で
す
。
で
は
、
な
ぜ
噛
む
こ
と
は

よ
い
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。『

噛
む
』
と
い
う
刺
激
は
、
脳
内

の
満
腹
中
枢
に
影
響
を
与
え
、
食
事

の
量
を
調
節
し
て
く
れ
ま
す
。
よ
く

噛
ん
で
食
べ
な
い
と
満
腹
感
を
感
じ

る
ま
で
に
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
り

し
ま
す
。
食
べ
は
じ
め
て
30
分
位
た

つ
と
、
脳
の
満
腹
中
枢
が
作
用
し
、

食
欲
を
抑
え
る
の
で
、
よ
く
噛
ん
で

食
べ
る
こ
と
は
食
べ
過
ぎ
を
防
ぐ
効

果
も
あ
り
ま
す
。

歯
で
食
べ
物
を
噛
み
く
だ
き
消
化

酵
素
を
含
む
唾
液
と
混
ぜ
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
胃
腸
の
消
化
機
能
を
助
け

る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
し
っ
か
り
食

べ
物
を
噛
ま
な
い
と
消
化
が
不
十
分

に
な
り
、
胃
に
負
担
を
か
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

●
脳
の
機
能
を
活
性
化
し
ま
す
。

よ
く
噛
む
こ
と
で
脳
細
胞
の
活
動
が

活
発
に
な
り
、
同
時
に
血
液
の
循
環

が
よ
く
な
る
こ
と
で
脳
の
機
能
を
活

性
化
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

噛
む
こ
と
は
、
生
ま
れ
つ
き
身
に

つ
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
身
体
の

成
長
、
噛
む
能
力
に
合
わ
せ
て
、
食

べ
物
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
身
に

つ
い
て
い
く
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
離

乳
食
の
与
え
方
が
大
切
に
な
っ
て
き

ま
す
。
離
乳
食
の
始
ま
る
５
〜
６
カ

月
ご
ろ
は
、
ド
ロ
ド
ロ
で
飲
み
込
め

る
も
の
、
７
〜
８
カ
月
ご
ろ
は
舌
で

つ
ぶ
せ
る
固
さ
、
９
〜
11
カ
月
ご
ろ

は
歯
ぐ
き
で
つ
ぶ
せ
る
固
さ
、
と
い

う
よ
う
に
成
長
に
応
じ
て
食
べ
物
の

形
態
を
変
え
て
い
く
こ
と
で
噛
む
こ

と
を
身
に
つ
け
、
噛
む
力
を
つ
け
る

こ
と
で
大
き
く
な
っ
て
か
ら
も
、
し
っ

か
り
噛
ん
だ
り
飲
み
込
ん
だ
り
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。子

ど
も
に
と
っ
て
も
、
大
人
に
と

っ
て
も
よ
く
噛
む
習
慣
を
身
に
つ
け

る
こ
と
は
必
要
で
す
。
た
だ
、
子
ど

も
に
対
し
て
「
よ
く
噛
ん
で
食
べ
な

さ
い
」
と
押
し
付
け
が
ま
し
く
い
う

の
で
は
な
く
、
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る

た
め
に
も
、
食
べ
物
の
味
を
じ
っ
く

り
味
わ
い
な
が
ら
楽
し
く
食
べ
る
と

い
う
食
卓
の
雰
囲
気
を
つ
く
る
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
事
故
の
中
で
も
死
亡

に
つ
な
が
り
や
す
い
の
が
水
の
事
故

で
す
。 生後

間もないころ

●うつぶせ寝や布団での窒息
●ホットカーペットでの低温やけど
●入浴中のおぼれ
●たばこや小さいおもちゃなどの誤飲
●ベッドやソファーからの転落
●周りのものにぶつかる
●浴槽や洗濯機での転落やおぼれ
●手の届くものの誤飲
●階段・ソファー・いすからの転落
●ひとり歩きによる交通事故
●薬や化粧品の誤飲
●浴槽や洗濯機での転落やおぼれ

寝返りのころ

お座り・はいはい・
つかまり立ちのころ

歩く・走る

�

▲

子
ど
も
た
ち
の
大
好
き
な
水
も
、

時
に
は
怖
い
も
の
に
な
り
ま
す
。
乳

幼
児
は
好
奇
心
が
旺
盛
で
何
に
で
も

手
を
伸
ば
し
ま
す
が
、
何
が
危
険
で

何
が
安
全
な
の
か
自
分
で
は
判
断
で

き
な
い
た
め
不
慮
の
事
故
が
起
き
や

す
い
の
で
す
。

例
え
ば
、
次
の
事
故
な
ど
で
す
が
、



21
日
　
種
苗
市
、
３
小
学
校
運
動
会

22
日
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
、

相
双
法
人
会
新
地
支
部
総
会

23
日
　
第
50
回
相
馬
地
方
植
樹
祭
、

結
婚
相
談
協
力
員
委
嘱
状
交
付
式

24
日
　
相
馬
地
区
交
通
安
全
協
会
総
会

26
日
　
町
商
工
会
通
常
総
会
、

し
ん
ち
福
祉
会
理
事
会

29
日
　
消
防
団
退
職
報
奨
金
交
付

式
、
町
う
つ
く
し
ま
未
来
博

推
進
協
議
会
役
員
会

31
日
　
入
札
、
常
磐
線
活
性
化
対
策

協
議
会
総
会

１
日
　
課
長
会

２
日
　
町
船
主
会
総
会

３
日
　
町
お
ど
り
会
総
会
、
ポ
ト
マ

ッ
ク
の
会
総
会

４
日
　
町
消
防
団
消
防
操
法
競
技
大

会
、
沢
口
地
区
運
動
会

５
日
　
広
域
市
町
村
圏
組
合
管
理
者

会

６
日
　
大
連
船
社
等
相
馬
港
調
査
団

歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

７
日
　
議
会
運
営
委
員
会

８
日
　
し
ん
ち
福
祉
会
理
事
会

12
日
　
６
月
議
会
定
例
会

14
日
　
議
会
定
例
会
一
般
質
問

15
日
　
議
会
定
例
会
本
会
議

17
日
　
第
51
回
新
地
漁
業
協
同
組
合

通
常
総
会
、
看
護
専
門
学

校
起
工
式

18
日
　
駒
ヶ
嶺
地
区
老
人
と
婦
人
の

交
流
会

19
日
　
町
土
地
改
良
区
理
事
会

20
日
　
退
職
議
員
会
総
会

（子供） （親） （地区）

未
み
奈
な

武野芳洋・千尋 原相善

聖
せい

我
が

佐藤純一・由美子 富　倉

洋
よう

介
すけ

荒　裕之・朱美 中　里

奈
な
々
な

村岡政宏・幸恵 小　川

佑
ゆう
太
た
朗
ろう

鈴木典克・宮子 藤　崎

雅
まさ

登
と

林　秀樹・恵美 上真弓

（死亡者） （年齢） （地区）
早川　　アイ ８５歳 杉　目
氏家　　健男 ７２歳 小　川
濱野　　萬吉 ８６歳 大戸浜
西山　　行夫 ８０歳 杉　目
荒　　　久雄 ７４歳 木　崎
�野　　健治 ７１歳 中　島
森　　カネヨ ８６歳 上ノ町
阿部　　好一 ４３歳 中　島
村上　菜穂子 ２７歳 釣　師
斎藤　　義夫 ６９歳 城　内
大堀　シゲヨ ８５歳 岡

（平成１２年5月２１日～１２年6月２０日届出）

町
で
は
、
趣
味
や
特
技
を
持
っ
て

い
る
方
を
、
地
域
や
職
場
、
団
体
等

の
要
請
に
応
じ
て
指
導
す
る
「
新
地

町
人
材
バ
ン
ク
」
の
登
録
者
を
募
集

し
ま
す
。
あ
な
た
も
講
師
と
し
て
趣

味
や
特
技
を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

・
自
分
の
趣
味
や
特
技
を
生
か
し
、

町
民
の
生
涯
学
習
活
動
の
指
導
に

熱
意
の
あ
る
方
。

・
町
民
の
希
望
に
よ
り
講
師
と
し
て

指
導
で
き
る
方
。（
日
程
は
都
合
に

合
わ
せ
登
録
時
に
調
整
し
ま
す
）

・
家
庭
教
育
、
青
少
年
健
全
育
成
に

関
す
る
も
の

・
社
会
奉
仕
活
動
、
団
体
活
動
に
関

す
る
も
の

か
。
な
お
、
事
業
計
画
で
は
22
日
�

と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
都
合
に

よ
り
29
日
�
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

７
月
29
日
�

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

小
中
高
の
児
童
、
生
徒

一
人
５
分
以
内

（
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
４
枚
程
度
）

７
月
12
日
�

�
新
地
公
民
館
（
�
�
２
０
８
５
）

７
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

強
化
月
間
で
す
。

町
で
は
、
青
少
年
健
全
育
成
の
一

環
と
し
て
「
第
４
回
少
年
の
主
張
大

会
」
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
学

校
、
家
庭
、
社
会
や
友
だ
ち
と
の
か

か
わ
り
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
、

将
来
の
夢
な
ど
を
話
し
て
み
ま
せ
ん

・
㈱
小
賀
坂
組
よ
り
30
万
円

・
故
早
川
ア
イ
さ
ん
の
ご
遺
志
と
し

て
早
川
權
藏
さ
ん
（
杉
目
）
よ
り
20

万
円

・
故
氏
家
健
男
さ
ん
の
ご
遺
志
と
し

て
氏
家
ケ
イ
子
さ
ん
（
小
川
）
よ
り

10
万
円
／
故
小
野
ケ
サ
さ
ん
の
ご
遺

志
と
し
て
小
野
義
一
さ
ん
（
小
川
）

よ
り
10
万
円

◎
寄
付

・
荒
秀
雄
さ
ん
（
中
里
）
よ
り
タ
オ

ル
１
０
０
本
／
河
内
正
雄
さ
ん
（
富

倉
）
よ
り
洗
剤
16
キ
ロ
／
森
弘
平
さ

ん
（
杉
目
）
よ
り
花
の
苗
多
数
／
加

藤
一
男
さ
ん
（
岡
）
よ
り
野
菜
２

箱
／
目
黒
春
美
さ
ん
（
杉
目
）
キ
ヌ

サ
ヤ
１
箱
／
郡
司
イ
ネ
さ
ん
（
山
元

町
）
よ
り
卵
２
０
０
個
／
荒
貞
夫
さ

ん
（
中
里
）
よ
り
ス
ナ
ッ
ク
エ
ン
ド
ウ

６
キ
ロ
／
目
黒
ト
ミ
子
さ
ん
（
原
相

善
）
よ
り
タ
オ
ル
１
０
０
本
／
新
地

老
人
ク
ラ
ブ
よ
り
タ
オ
ル
・
手
拭
布

７
０
０
本

◎
慰
問
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
歌
謡
ク
ラ
ブ
と
し
て
野
地
せ
い
子

さ
ん
外
福
田
地
区
女
性
10
人
よ
り
唄
、

踊
り
／
コ
ー
ル
し
お
さ
い
15
人
（
門

馬
キ
ヌ
子
代
表
）
よ
り
コ
ー
ラ
ス
／

新
地
町
老
人
ク
ラ
ブ
30
人
よ
り
庭
の

除
草
／
小
川
老
人
ク
ラ
ブ
30
人
よ
り

庭
の
除
草
／
特
養
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
23

回
49
人
／
Ｊ
Ａ
す
ず
ら
ん
９
回
13

人
／
新
地
高
校
４
回
19
人
／
漁
協
婦

人
部
１
回
４
人
／
レ
マ
ン
の
会
１
回

３
人
／
小
川
や
よ
い
会
１
回
６
人
／

富
倉
習
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
１
回
２
人

・
自
然
体
験
に
関
す
る
も
の

・
生
活
伝
承
文
化
に
関
す
る
も
の

・
ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
増
進
に
関
す
る

も
の

・
趣
味
、
生
活
技
術
に
関
す
る
も
の

・
一
般
教
養
の
向
上
、
学
習
に
関
す

る
も
の

・
そ
の
他
生
涯
学
習
に
関
す
る
も
の

�
新
地
公
民
館
（
�
�
２
０
８
５
）

テ
ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ
浜
（
県
立
浜
高

等
技
術
専
門
校
）
で
は
、
次
の
日
程

で
学
校
見
学
会
を
行
い
ま
す
。
お
気

軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

７
月
30
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

テ
ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ
浜

施
設
公
開
及
び
各
科
体
験

�テ
ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ
浜

原
町
市
萱
浜
字
巣
掛
場
45
―
１
１
２

（
�
�
１
５
５
５
）

新
地
発
電
所
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
で

は
、「
夏
休
み
親
子
工
作
教
室
」
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

８
月
12
日
�
、
13
日
�

午
前
の
部
　
10
時
〜
12
時

午
後
の
部
　
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

新
地
発
電
所
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

子
ど
も
の
想
像
力
を
生
か

し
、
ス
ト
ロ
ー
と
針
金
の
動
き
を
工

夫
し
た
ク
ラ
ン
ク
で
動
く
お
も
ち
ゃ

の
制
作

小
学
校
１
年
〜
６
年
生
の
親
子

午
前
・
午
後
の
部
各
親
子
60
人

７
月
18
日
�
か
ら
電

話
に
よ
る
申
し
込
み
。（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

�
新
地
発
電
所
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

（
�
�
４
７
２
２
）

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し
出て下さい。

�
７月１９日
午前10時～午後４時
（昼休みも行います）

�
保健センター
（ �２０９６）

� �

�



Ｈｅｌｌｏ　Ｓｈｉｎｃｈｉ！

先月、尚英の生徒たちは中体連大会がありました。私はバスケット部と
ともに松田先生の手伝いをしました。とてもおもしろかったです。生徒た
ちはみんな一生懸命プレイし、とても良い経験をしたと思います。私は生
徒たちができるだけプレイすることを楽しみ、見ることを楽しむことを望
んでいます。
人々は私が中学時代に何のスポーツをしていたかよく聞きます。中学時
代は何のスポーツもしてませんでした。私は吹奏楽部に入ってました。ビ
オラを演奏していました。でも高校では何か新しく違うものをしたかった
です。それでフットボールチームに所属しました。カナダではアメリカン
フットボールはとても人気があります。そしてとてもエキサイトすると思
いました。その通りでした。私の高校のチームはとても強かったです。そ
して毎年優勝をしました。なぜなら私たちはとても良いチームであり、一
生懸命そして長いこと練習をしたからです。でも時々私は尚英の運動部
は、もっと長いこと練習してるように思います。
カナダでは運動部に全員が入る必要はありません。生徒たちは自分がや
りたいスポーツをします。なぜなら好きだからです。また多くの生徒たち
は学校以外でスポーツチームに参加します。例えば私は中学生のとき野球
部でプレイしました。
日本では先輩、後輩の関係がありますね。先輩が後輩に何をするか話し
ます。時には後輩が先輩をこわがってるように思います。カナダではこの
ような関係はありません。チームの生徒たちはみんな友達です。何歳かは
大切ではありません。最も大切なことは、あなたたちが良い人間であり、
いつもベストを尽くすことです。

Ｙｏｕｒ　ｆｒｉｅｎｄ
和訳：尚英中学校　松田勘太先生

く
る
ま
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぶ
の
が
大
好
き
な
子

で
す
。
素
直
で
や
し
い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

万
緑
や
街
の
灯
遠
く
見
え
か
く
れ

渡
辺
　
た
か
お

夏
の
霧
天
明
山
を
神
か
く
し

加
藤
　
　
白
穂

逝
く
春
や
こ
ん
ど
ぐ
ら
い
の
娘
ら
と
の
旅

斉
藤
　
　
清
子

車
道
を
ば
よ
ぎ
る
必
死
の
蛇
見
た
り

小
泉
　
　
房
子

た
ん
ぽ
ぽ
の
綿
毛
と
ば
し
て
児
と
遊
ぶ

斎
藤
　
と
も
子

暮
れ
そ
う
で
暮
れ
ぬ
西
空
桐
の
花

小
泉
　
　
　
淑

ふ
じ
の
花
ひ
と
と
き
過
ぎ
て
ま
た
み
ど
り

水
戸
　
千
佳
子

ふ
り
返
る
安
達
太
良
山
の
夏
姿

林
　
　
よ
し
こ

万
緑
の
輝
く
山
路
一
歩
二
歩

野
地
　
せ
い
子

子
育
て
も
遠
く
に
な
り
て
更
衣

小
野
　
と
め
代

万
歩
計
粋
な
姿
や
夏
帽
子

高
橋
　
　
ト
ク

新
茶
飲
む
明
か
る
き
庭
に
目
を
細
め

佐
藤
　
　
芳
子

小
満
や
原
生
林
の
水
の
味

菅
野
　
　
二
郎

手
長
明
神
く
し
ゃ
み
の
花
を
散
ら
し
け
り

横
尾
　
　
富
峰

今
月
号
の
中
か
ら
、
わ
か
り
づ
ら

い
言
葉
、
専
門
用
語
な
ど
簡
単
に
用

語
の
解
説
を
し
ま
す
。
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

（
２
ペ
ー
ジ
）

平
成
11
年
８
月
、
衆
・
参
両
院
で
、

子
ど
も
た
ち
の
読
書
活
動
を
国
を
挙
げ

て
応
援
す
る
た
め
、
西
暦
２
０
０
０
年

を
「
子
ど
も
読
書
年
」
と
す
る
こ
と
が

決
議
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
新
し
い
世

紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
読
書
に
よ

っ
て
言
葉
、
感
性
、
情
緒
、
表
現
力
、

創
造
力
を
高
め
、
人
と
し
て
よ
り
よ
く

生
き
る
力
を
育
む
た
め
の
も
の
で
す
。

文
部
省
で
は
、
今
年
度
、
子
ど
も

の
読
書
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
普

及
啓
蒙
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
、

「
子
ど
も
の
心
を
育
て
る
読
書
活
動
推

進
大
会
」
の
開
催
や
地
域
で
子
ど
も

の
読
書
活
動
を
行
う
団
体
の
活
動
活

性
化
な
ど
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
を

応
援
し
て
い
ま
す
。

６
月
19
日
、
県
高
度
情
報
化
推
進

協
議
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
中

の
市
町
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
コ
ン
テ
ス

ト
で
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
特
別

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
の
「
み
ん
な

の
伝
言
板
」
が
意
見
交
換
の
場
と
し

て
活
用
さ
れ
、
自
由
に
自
分
の
意
見

を
話
し
合
う
場
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
、
評
価
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
よ
り
使
い
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
づ
く
り
に
頑
張
り
ま
す
。
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ち

き
ゅう
にやさし

い

町
総
合
体
育
館
前
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に

「
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
」
が
卵
を
産
み
、
６
月

19
日
、
か
わ
い
い
５
羽
の
ひ
な
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
総
合
体
育
館
を
清
掃
し
て

い
る
伊
関
美
貴
子
さ
ん
が
見
つ
け
た
も

の
で
、「
何
で
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
、
鳥
の

ひ
な
が
い
る
の
？
」
と
驚
い
た
そ
う
で

す
が
、「
元
気
に
飛
び
立
つ
と
き
ま
で
、

温
か
く
見
守
り
ま
す
よ
」
と
や
さ
し
く

話
し
て
い
ま
し
た
。
親
鳥
は
と
て
も
用

心
深
く
、
ひ
な
に
え
さ
を
与
え
る
と
き

も
電
線
で
じ
っ
と
様
子
を
う
か
が
い
な

が
ら
、
そ
ろ
り
そ
ろ
り
と
近
づ
き
、
い

つ
も
ひ
な
の
い
る
と
こ
ろ
の
反
対
側
か

ら
プ
ラ
ン
タ
ー
に
は
い
り
ま
す
。

大
空
を
飛
び
ま
わ
る
の
は
も
う
少
し

先
で
す
が
、
外
敵
か
ら
身
を
守
り
な
が

ら
無
事
成
鳥
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。

ハ
ク
セ
キ
レ
イ
は
、
海
岸
、
河
川
、
農

地
な
ど
国
内
に
広
く
生
息
し
、
成
鳥
時

に
は
全
長
約
20
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
頭

の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
背
中
と
胸
が
黒
く
、

額
と
頬
、
お
腹
が
白
色
な
の
が
特
徴
で

す
。
町
内
で
も
「
チ
ュ
リ
チ
ュ
リ
チ
ュ

リ
リ
チ
ュ
リ
リ
」
と
さ
え
ず
り
が
聞
か

れ
ま
す
。

■
「
２
０
０
０
年
　
子
ど
も
読
書
年
」、
新
し
い
世

紀
に
向
か
っ
て
、
い
っ
ぱ
い
本
を
読
も
う
と
い
う
も

の
で
す
が
、
学
校
の
取
り
組
み
を
取
材
す
る
た
め
、

新
地
小
学
校
へ
行
き
ま
し
た
。
■
１
年
生
の
教
室
と

い
う
こ
と
で
、
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
声
が
響
い
て

い
る
と
思
っ
て
教
室
に
入
る
と
「
シ
ー
ン
」。
子
ど

も
た
ち
は
真
剣
に
読
書
中(

表
紙
）
で
し
た
。
邪
魔

を
し
な
い
よ
う
に
と
小
声
で
担
任
の
白
木
恵
美
子
先

生
に
話
を
聞
く
と
、「
近
ご
ろ
少
年
の
痛
ま
し
い
事

件
が
多
い
で
す
が
、
読
書
は
知
識
だ
け
で
な
く
心
の

勉
強
に
も
大
変
役
立
ち
ま
す
。小
さ
な
子
ど
も
に
は
、

読
み
聞
か
せ
を
勧
め
ま
す
。」
と
の
こ
と
で
、
本
の

大
切
さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、
涼
し
い

図
書
館
で
読
書
は
い
か
が
で
す
か
。

（
晴
）

７�７�
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広
報
し
ん
ち
６
月
号
の
消
息
（
お

誕
生
お
め
で
と
う
）
の
コ
ー
ナ
ー
に

掲
載
し
た
「
佐
藤
陸
海
」
さ
ん
は

「
佐
藤
陸
空
」
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。


